
1606年7月15日 - 1669年10月4日 



『聖ステバノの
殉教』1625年 

 しかし、聖霊に満たされていた
ステパノは、天を見つめ、神の
栄光と、神の右に立っておられ
るイエスとを見て、 こう言った。
「見なさい。天が開けて、人の
子が神の右に立っておられる
のが見えます。」人々は大声で
叫びながら、耳をおおい、いっ
せいにステパノに殺到した。そ
して彼を町の外に追い出して、
石で打ち殺した。証人たちは、
自分たちの着物をサウロという
青年の足もとに置いた。こうし
て彼らがステパノに石を投げつ
けていると、ステパノは主を呼
んで、こう言った。「主イエスよ。
私の霊をお受けください。」そ
して、ひざまずいて、大声でこ
う叫んだ。「主よ。この罪を彼ら
に負わせないでください。」こう
言って、眠りについた。使徒 
7:55-60 



『エジプトへの逃避途上』1627年 

 彼らが帰って行ったとき、見
よ、主の使いが夢でヨセフに
現れて言った。「立って、幼
子とその母を連れ、エジプト
へ逃げなさい。そして、私が
知らせるまで、そこにいなさ
い。ヘロデがこの幼子を捜し
出して殺そうとしています。」 
そこで、ヨセフは立って、夜
のうちに幼子とその母を連
れてエジプトに立ちのき、ヘ
ロデが死ぬまでそこにいた。 
マタ 2:13-15 



『金持ちのたとえ』
1627年 

 
 それから人々にたとえを話された。 
「ある金持ちの畑が豊作であった。 
そこで彼は、心の中でこう言いなが
ら考えた。『どうしよう。作物をたくわ
えておく場所がない。』 そして言っ
た。『こうしよう。あの倉を取りこわし
て、もっと大きいのを建て、穀物や
財産はみなそこにしまっておこう。そ
して、自分のたましいにこう言おう。
「たましいよ。これから先何年分も
いっぱい物がためられた。さあ、安
心して、食べて、飲んで、楽し
め。」』 しかし神は彼に言われた。
『愚か者。おまえのたましいは、今
夜おまえから取り去られる。そうした
ら、おまえが用意した物は、いった
いだれのものになるのか。』 自分の
ためにたくわえても、神の前に富ま
ない者はこのとおりです。」 ルカ
12:16-21 


